
(1) 昭和43年12月15日

村のようす
(43. 11月1日現在）

世帯数 1,431戸
人口 7,567人
男 3,669人
女 3,898人
・積 46.62誠面

第 37号

網集と発行

福島県石川郡玉川村役場

大越力夫
でんわ川辺 1• 39• 124 

印刷所

須賀川市加治町69
有限会社円谷印 刷

I Ill Ill ll I I I JI I 11111111111111 

玉川村
1111111111111111111111111111 

第
一
回
農
業
賞
表
彰
式

第
届
農
業
文
化
祭

勤労感謝の佳き日盛会に終る一一―

農業経営の改善は、農家生活安定の

基調であるが、村内農業者のなかで、

顕薯な業績をあげている者を選定し、

これを表彰することにより、農業者の

意慾的高揚をはかり、本村農業振興発

展に資する目的で、今年度から玉川村

農業賞が実施され、第1回農業賞が11

月23日の農業文化祭に次の方々に授与

された。

また、協業経営者、農産物品評会入

賞者等に表彰状が贈られました。
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す
。

参
加
に
つ
き
ま
し
て
は

部
門
別
に
別
け
稲
作
五
点

畜
産
五
点
、
養
蚕
四
点
、

た
ば
こ
六
点
、
そ
さ
い
一

点
、
計
二
十
一
点
が
関
係

農
業
団
体
か
ら
の
推
せ
ん

に
よ
り
提
出
さ
れ
た
資
料

に
基
き
申
告
さ
れ
た
内
容

を
尊
重
し
、
経
営
規
模
、

内
容
、
綜
合
所
得
率
、
そ

の
部
門
の
経
営
に
お
け
る

比
重
、
単
位
面
積
当
り
の

収
益
、
稼
動
人
員
一
人
当

り
の
収
益
な
ど
細
部
に
亘

り
検
討
し
た
結
果
に
よ
り

い
づ
れ
も
模
範
的
な
農
家

で
あ
り
優
劣
は
ま
っ
た
＜

つ
け
が
た
い
感
が
あ
り
ま

し
た
が
、
一
同
厳
正
公
平

に
審
査
致
し
ま
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

穀
寂
類
に
つ
ク
て

出
品
点
数
七
五
点
、
主

と
し
て
玄
米
、
大
小
豆
で

あ
り
ま
す
。
特
に
今
年
は

不
順
天
候
の
た
め
収
量
品

質
の
低
下
を
見
る
に
至
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
入
賞
の
玄
米
に
つ
い

て
は
品
種
固
有
の
特
性
を

有
し
未
熟
米
も
少
な
く
、

形
質
面
で
も
す
ぐ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
全
般
的
に

は
未
熟
粒
の
混
入
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

こ
。t
 

特
に
窒
素
質
肥
料
の
多

い
も
の
或
い
は
後
期
栄
養

補
給
を
行
っ
た
も
の
は
登

熟
が
悪
く
、
未
熟
米
、
死

米
が
多
く
、
更
に
乾
燥
調

整
の
過
程
に
於
て
胴
割
れ

が
多
く
出
て
い
ま
す
。
天

候
の
推
移
を
考
慮
し
て
慎

重
に
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
豆
類
に
つ
い
て
は
不

順
天
候
下
作
業
の
遅
れ
が

災
し
た
為
r

乾
燥
不
充
分

柴
斑
病
の
混
入
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
外
は
何
れ
も
優
品
が
多

く
優
劣
の
差
つ
け
が
た
い

状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

尚
豆
類
は
生
産
性
の
低

い
作
物
で
あ
る
の
で
、
自

給
的
生
産
に
と
ど
め
た
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

葉
菜
類
に
つ
い
て

秋
野
菜
を
代
表
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
白
菜
が
そ
の

主
た
る
も
の
で
、
最
近
の

家
族
数
の
減
少
や
都
市
住

宅
の
梱
造
的
変
化
な
ど
で

長
期
保
存
が
次
第
に
少
な

く
な
る
様
相
を
呈
し
、
大

型
よ
り
む
し
ろ
小
型
の
も

の
が
商
品
と
し
て
喜
ば
れ

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考

慮
、
特
に
葉
菜
類
は
技
術

の
精
粗
、
病
害
虫
の
有
無

新
鮮
度
な
ど
、
商
品
と
し

て
の
生
産
を
行
う
よ
う
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
と
思

い
ま
す
。

根
菜
類
に
つ
い
て

大
根
、
人
参
、
牛
努
が

そ
の
主
た
る
も
の
で
大
変

優
れ
た
も
の
が
多
く
、
大

ー
第
二
回
農
業
文
化
祭
ー
i
|
ー一

~
審
査
報
告
書
ー

根
は
主
と
し
て
貯
蔵
用
沢

庵
用
と
し
て
、
年
間
需
用

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
用

途
に
応
じ
た
品
種
の
選
定

作
型
な
ど
、
今
後
研
究
す

る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
人
参
、
牛
芳
は
栄
養

の
高
い
こ
と
が
消
費
者
か

ら
認
め
ら
れ
そ
の
需
要
は

年
々
伸
び
て
居
り
ま
す
。

需
要
に
応
じ
た
生
産
を

す
る
た
め
品
種
の
選
定
作

型
を
よ
く
研
究
し
周
年
需

要
に
対
応
出
来
る
生
産
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
藷
類
に
つ
い
て

馬
鈴
薯
、
里
芋
、
長
芋

と
何
れ
も
優
品
が
多
か
っ

た
。
そ
の
需
要
は
堅
く
根

強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
適
地
を
選
び
生
産
す
る

と
、
と
も
に
阪
売
の
改
善

に
つ
と
め
て
戴
き
度
い
と

思
い
ま
す
。

果
実
類
に
つ
い
て

り
ん
ご
、
柿
が
主
た
る

も
の
で
、
り
ん
ご
に
つ
い

て
は
ゴ
ー
ル
デ
ソ
の
出
品

が
多
く
果
形
品
質
共
年
々

向
上
の
跡
が
見
ら
れ
た
が

一
部
玉
揃
い
の
悪
い
も
の

が
見
ら
れ
、
ス
タ
ー
キ
ソ

グ
は
着
色
玉
揃
い
共
極
め

て
良
好
、
新
し
い
品
種
と

し
て
、
ふ
じ
の
出
品
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
着
色
玉
揃

い
も
良
好
で
あ
り
、
今
後

の
品
種
と
し
て
大
い
に
期

待
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
柿
は
放
任
樹
が
多

＜
枝
ず
れ
着
色
の
悪
い
も

の
が
あ
り
、
今
後
は
剪
定

施
肥
の
方
法
な
ど
考
慮
さ

れ
県
特
産
柿
の
名
声
を
は

く
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。

一
等 特

用
作
物
に
つ
い
て

た
ば
こ
は
地
域
特
産
品

と
し
て
優
良
品
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後
は
喫

味、

緩
和
で
軽
質
葉
を
生

産
す
る
よ
う
公
社
の
方
針

で
、
品
質
の
向
上
を
計
る

と
共
に
、
経
営
面
に
お
け

る
省
力
化
生
産
技
術
の
改

善
等
一
段
の
努
力
を
望
み

ま
す
。養
蚕
関
係
に
つ
い
て

少
な
い
点
数
で
し
た
が

何
れ
も
優
秀
品
で
あ
り
ま

し
た
が
肥
培
管
理
面
の
手

優
等
一
等
一
等
二
等
二
等
二
等
――一等
三
等
三
等
三
等
三
等
三
等
三
等
三
等
三
等
――一等 等等等

人

鈴

木

重

勝

石

井

清

昭

仁
井
田
保
雄

小

針

信

一

者

氏

名

一
等
二
等
二
等
三
等
三
等

一
等
二
等
二
等
三
等
三
等
三
等
三
等 k

f
 

缶
F 等

二
等
二
等
三
等
三
等
三
等

二
等
二
等
三
等
三
等
三
等

崎辺崎

落
が
尺
部
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
優
良
桑
苗
の
増
産

に
尚
一
般
の
努
力
を
望
み

ま
す
。
以
上
審
査
の
概
要
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
年

は
一
部
に
集
中
豪
雨
が
あ

り
、
八
月
後
半
よ
り
現
在

ま
で
不
順
天
候
が
続
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
等
の
障
害

を
克
服
さ
れ
た
各
位
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

数
年
続
き
の
豊
作
続
き

で
米
の
梢
費
が
減
少
の
傾

向
に
あ
る
な
ど
恰
も
だ
ぶ

っ
て
い
る
か
の
如
く
駁
が

第
二
回
農
業
文
化
祭
各
部
門
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
四
等
入
賞
者
省
略
）

農

産

物

品

評

会

米

の

部

玄

米

知

事

賞

竜

崎

ク

ク

r
 

ヵ

‘

叶

薩

菜

の

部

白

菜

知

事

賞

中

人
夢

ク

ク

大

根

ク

ご

ぽ

ぅ

ク

人

拳

ク

白

菜

ク

ご

ぽ

う

竜

崎

ね

ぎ

北

須

釜

大

根

中

蒋

蕪

北

須

釜

白

菜

竜

崎

ホ

ー

レ

ン

草

吉

長

芋

竜

崎

里

芋

中

馬

鈴

薯

ク

こ

ん

に

や

く

竜

崎

果

実

の

部

り
ん
ご
知
事
賞
竜
崎

卜

針

信

一

小
針
ク
ニ
ョ

角
田
キ
ク
ミ

小

針

保

三

永

林

恵

治

吉

田

宇

一

三

吉

テ

ル

石

井

吉

松

小

針

信

一

関
根
ヒ
デ
子

小

林

茂

夫

有

賀

信

子

石

井

清

昭

小

針

鶴

千

小

針

康

徳

小
林
キ
イ
子

れ
て
い
ま
す
が
稲
作
応
地

城
農
業
の
大
崇
で
あ
り
農

家
経
済
確
立
の
基
礎
で
あ

り
今
後
共
稲
作
の
振
興
発

展
を
推
進
す
る
こ
と
に

は

変
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
消
費
あ
っ
て
の
生
産

で
あ
る
以
上
良
質
米
を
省

力
安
定
多
収
の
目
標
の
も

と
一
連
の
体
系
確
立
に
一

段
の
努
力
を
望
み
ま
す
。

一
方
果
菜
特
用
作
物
に

つ
い
て
も
特
に
果
莱
類
に

つ
い
て
は
一
―
八
号
線
の

改
修
に
よ
る
輸
送
力
の
増

強
常
磐
郡
山
新
産
都
市
へ

り

ん

ご

竜

鈴

木

吉

次

柿

川

双

里

正

義

り

ん

ご

竜

小

林

多

代

子

ク

ク

鈴

木

重

勝

ク

ク

鈴

木

吉

典

雑

穀

の

部

大

豆

川

辺

大

竹

平

三

郎

小

豆

岩

法

寺

大

竹

伊

久

子

大

豆

小

高

関

根

清

小

豆

川

辺

野

崎

ツ

マ

大

豆

山

新

田

真

野

目

キ

ナ

ヨ

畜

産

加

工

の

部

み

そ

南

須

釜

木

戸

ハ

ル

桑

苗

の

部
南
須
釜
蚕
業
中
堅
青
年

葉

た

ば

こ

の

部

知

事

賞

南

須

釜

飯

島

武

重

蒜

生

真

弓

勝

衛

小

高

坂

本

房

男

吉

須

釜

信

好

ク

須

釜

ミ

ネ

蒜

生

曲

山

敬

三

郎

南

須

釜

大

越

一

郎

稲
作
共
励
会
の
部

岩

法

寺

吉

田

喜

久

雄

中

小

針

信

一

南

須

釜

増

子

忠

義

中

双

里

昌

光

山

小

屋

石

森

清

春

第第第第第第
総三三三ニニー
位位位位位位

ーム
ーロ
位 踊
順北南吉小中小
小須須
位釜釜
高

三

等

小

車

田

英

雄

三

等

吉

矢

吹

昭

七

青
年
主
張
発
表
大
会

第

一

位

竜

崎

小

林

セ

キ

子

第

二

位

北

須

釜

須

田

福

広

第
二
位

J

辺

熊

田

和

也

第

三

位

北

須

釜

楢

枝

義

二

第

三

位

中

農

林

浅

信

第

三

位

南

須

釜

真

野

目

美

智

子

村

民

芸

能

大

会

歌

謡

曲
川

辺

鈴

木

繁

吉

北

須

釜

石

井

貞

一

ク

矢

吹

昭

一

謡

蒜

生

曲

山

正

治

中

小

針

欣

子

蒜

生

曲

山

敬

三

郎

南

須

釜

猪

原

ト

シ

イ

り
溝
井
テ
ル
ョ
外
六
名

首
藤
多
代
子
外
七
名

首

藤

登

代

外

六

名

大
和
田
昭
子
外
九
名

飯
島
カ
ツ
ェ
外
九
名

石

井

キ

ソ

外

七

名

一

位

中

三

位

北

須

釜

第
一
位

第
二
位

第
三
位

第
三
位

第
一
位

第
二
位

第
三
位

民

は
勿
論
京
浜
地
区
へ
の
距

離
の
短
縮
と
な
っ
た
現
在

立
地
条
件
を
活
か
し
た
主

産
地
形
成
も
計
画
す
べ
き

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

葉
た
ば
こ
に
つ
い
て
は

地
域
特
産
物
と
し
て
長
い

歴
史
と
伝
統
を
尚
一
層
確

固
た
る
も
の
と
し
更
に
生

産
改
善
の
合
理
化
に
努
め

ら
れ
ま
す
様
希
望
致
し
ま

す
。
一
部
字
数
の
関
係
上

省
略
致
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
挙
村
一
致
明

る
＜
住
み
よ
い
村
づ
く
り

に
各
位
の
一
層
の
御
努
力

高 高

高

を
期
待
致
し
ま
す
。

以
上
審
査
の
結
果
こ
れ

が
改
善
と
希
望
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
農
業
賞
に

つ
い
て
稲
作
部
問
一
点
、

畜
産
部
門
二
点
、

養
蚕
部

門
一
点
、
た
ば
こ
部
門
一

点
、
そ
さ
い
部
門
一
点
、

計
六
点
、
農
産
物
に
つ
い

て
優
等
一
点
、
一
等
五
点

二
等
一

0
点
、
三
等
三
―
―

点
、
四
等
四
二
点
、
計
八

十
一
点
を
夫
々
優
秀
と
認

め
ま
し
た
の
で
弦
に
援
賞

し
審
査
の
報
告
と
致
し
ま

す

。

（

審

査

長

）
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挽

歌

溝

井

郎

直
圏
国
国
国

個
人
が
土
地
を
売
っ
た

り
、
交
換
し
た
り
し
た
場

合
の
所
得
を
譲
渡
所
得
と

い
い
ま
す
が
、
こ
の
所
得

は
、
そ

D
人

の
給
与
所
得

事
業
所
得
な
ど
に
合
算
し

て
税
務
署
に
確
定
申
告
致

し
ま
す
。

次
に
住
宅
を
建
て
た
り

土
地
や
住
宅
を
買
っ
た
り

す
る
と
所
有
権
の
登
記
を

し
ま
す
が
、
こ
の
と
き
登

録

免

許

税

が

か

か

り

ま

す
。
こ
の
登
録
免
許
税
は

土
地
や
住
宅
の
価
格
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
、
普
通
こ

の
額
に
相
当
す
る
収
入
印

紙
を
登
記
申
請
書
に
貼
っ

て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
土
地
や
住
宅
を

取
得
し
な
と
ぎ
は
、
取
得

し
た
人
に
対
し
て
地
方
税

で
あ
る
不
動
産
取
得
税
が

か
か
り
ま
す
。
こ
の
取
得

税
は
原
則
と
し
て
土
地
、

住
宅
の
取
得
価
額
の
百
分

の
三
で
す
。

そ
の
ほ
か
個
人
が
住
宅

や
そ
の
敷
地
を
取
得
す
る

た
め
に
住
宅
金
融
公
庫
な

ど
と
昭
和
四
十
三
年
一
月

-
H
か
ら
昭
和
四
十
五
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
「
住
宅
貯
蓄
契
約
」

を
結
ん
で
積
1

立
等
を
し
た

場
合
に
は
、
各
年
の
積
立

て
額
四
％
（
一
万
円
を
限

ボ
ク
、
ナ
ン
バ
ー
君
で
す
。

手
紙
ハ
ガ
キ
を
早
く
お
届
け

す
る
の
が
、
ボ
ク
の
仕
事
で

ず
。
よ
ろ
し
く
。

郵
使
物
に
は
必
ず
郵
便

番
号
を
お
書
き
下
さ
い
。

郵
便
局
で
は
、
十
月
二
十

一
日
か
ら
大
都
市
あ
て
の

郵
便
物
を
番
号
に
よ
る
区

分
を
行
っ
て
お
り
、
郵
便

番
号
を
記
人
し
た
も
の
は

記
入
し
な
い
も
の
よ
り
約

半
日
か
ら
一
日
早
く
到
着

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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森鈴吉佐熊

田 生
木田藤 出
亜児

和康明似j:X. 氏
布名

子雄美 1合子

世

帯

主

名

続

直

政

孫

源

次

郎

ク

義

頻

三

栄

長
サ

孫
ク

女

贈

答

用

小

包

男

は
お
早
め
に

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

（
十
一
月
分
の
出
生
届
尉
か
ら
)

年
賀
状
に
も
郵
便
番
号

を
忘
れ
ず
ぉ
配
り
し
た
番

柄

年
賀
状
は
、
年
に
一
疫

の
消
息
を
お
知
ら
せ
す
I

へa

ば
か
り
で
な
く
、
自
分

り

郵
便
番
号
を
相
手
方
に
知
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関

根

栖

泉

一

-
木
の
実
踏
む
音
に
走
れ
る
采
鼠
の
影
〗

皿

雲

ゆ

る

＜

移

る

日

ざ

し

の

落

箭

道

血

の

こ

り

咲

く

サ

ル

ビ

ヤ

に

降

る

雨

明

し

血

一

切

株

に

さ

や

ぐ

落

葉

や

い

こ

ひ

を

り

皿

[

石

焼

藷

の

こ

え

待

っ

昼

の

女

エ

た

ち

血

名

を

わ

す

る

女

の

頻

の

秋

や

け

し

皿

呻

山

晴

れ

て

柘

榔

の

熟

る

る

日

和

な

り

一

り
←
—1
1
1
1
1
1
1
1
1
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度
と
す
る
）
を
「
住
宅
貯
号
簿
に
よ
っ
て
、
お
調
べ

蓄
控
除
一
と
し
て
所
得
税
の

う
い

書
い
て
下
さ
い
。

か
ら
控
除
で
き
る
こ
と
に
番
丑
簿
に
掲
載
さ
れ
て

い

な

り

ま

し

た

。

年

賀

状

は

十

二

月

二

十

二

日

-

ぷ

包

は

十

二

月

十

五

日

ま

で

に

お

出

し

下

さ

い

ら
せ

る
よ
い
機
会
で
す
。

ま
た
あ
て
名
は
正
確
に
、

お
婦
人
、
お
子
様
あ
て
の

午
賀
状
に
は
世
帯
主
名
を

忘
れ
ず
書
い
て
下
さ
い
。

仔
賀
状
は
次
の
よ
う
に

別
に
束
ね
て
お
出
し
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

区
内
あ
て
（
玉
川
村
一

円
）
自
県
あ
て
（
福
島
県

内
)
そ
の
他
あ
て
（
そ
の

他
の
都
府
県
）

な
い
府
県
あ
て
の
も
の
は

近
く
の
切
手
売
さ
ば
き
所

叉
は
、
郵
便
局
へ
お
問
い

合
せ
卜
さ
い
。

年
末
は
、
郵
便
局
も
大

へ
ん
混
雑
い
た
し
ま
す
。

贈
答
用
の
小
包
は
遅
く
も

十
五
日
頃
ま
で
に
お
出
し

下
さ
い
。（
川
辺
郵
便
局
）

納
税
標
語

川
辺
小
五
年

矢

部

洋

子

税
金
を
納
め
て
明
る
い
国

づ
く
り玉
川
第
一
小
六
年

小

山

田

直

人

今
日
も
明
日
も
働
い
て
笑

顔
で
税
金
収
め
よ
う

須
釜
小
五
年

増

子

正

弘

納
税
で
デ
コ
ボ
コ
道
を
な

く
し
ま
し
ょ
う

泉
中
三
年

大

竹

節

子

幸
福
も
み
ん
な
で
わ
け
ょ

ぅ
納
税
で

北岩中川部

塁犀

死
亡
者
氏
名

須

藤

永

次

小

針

チ

ウ

草

野

ト

リ

関

根

ョ

ジ

世

帯

主

名

続

柄

永

一

父

要

祐

母

敏

正

ク

義

寿

ル

玉
川
村
公
民
館
で
は
、

毎
年
村
内
の
中
堅
青
年
を

県
外
の
農
業
先
進
地
に
派

遣
し
て
研
修
を
さ
せ

て
い

る
が
、
今
年
も
次
の
青
年

が
現
地
で
一
ヶ
月
間
研
修

を
し
て
い
ま
す
。

吉
田
八
重
子
さ
ん
、
大

竹
ト
ミ
ェ
さ
ん
が
静
岡
県

清
水
市
で
施
設
園
芸
の
研

先
月
の
日
誌
よ
り

役

場

-
―
•
四
農
業
賞
関
係
打
合

会

―
-
・
-
〈
吉
、
小
高
地
内
道

路
入
札

消
防
団
、
婦
人
消

防
隊
幹
部
会

ニ
・
八
固
定
資
産
評
価
精

通
者
会
談
。
無
料

調
停
相
談
所
開
設

―
-
・
―
―
―
―
・
一
四
第
六
回
臨
時

村
議
会

ニ
・
一
写
選
挙
管
理
委
員
会

―
―
・
一
九
第
七
回
臨
時
村
議

会
。
農
業
委
員
会

―
-
・
―
―
―
？
一
―
-
―
-
第
二
回
農
業

文
化
祭

一
ァ
―
―
-
（
経
済
土
木
委
員
会

月
例
監
査

二・――
1
0

消
防
団
秋
季
訓
練

教
育
委
員
会
公
民
館

―
-
・
―
―
県
外
派
遣
生
出
発

（
栃
木
県
）

ニ
・
一
写
県
外
派
遣
生
出
発

（
静
岡
県
）

辺落

県
外
派
遣
生

現
地
で
研
修

一
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

（
十
一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

須
釜
中
三
年

石

森

ト

ミ

子

完
納
で
築
け
わ
が
家
の
生

活
設
計

十
一
月

修
。
三
瓶
キ
ク
エ
さ
ん
、

首
藤
ハ
ッ
子
さ
ん
が
栃
木

県
黒
磯
町
で
酪
巌
の
研
修

佐
久
間
勇
君
は
和
牛
の
多

頭
飼
育
の
勉
強
に
栃
木
県

小
山
市
に
十
二
月
中
旬
出

発
の
予
定
で
す
。

川
辺
小
に

テ
レ
ビ
贈
る

川
辺
出
身
で
神
奈
川
県

で
建
設
業
を
経
営
し
て
い

る
矢
部
重
次
郎
さ
ん
は
、

こ
の
程
川
辺
小
学
校
に
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台
を
贈

り
、
児
童
及
び
父
兄
か
ら

感
謝
さ
れ
て
い
る
。

―-・―
1
0

道
徳
教
育
研
究
発

表
会

―
-
・
―
―
―
―
―
民
芸
大
会

―
-
・
―
―
九
五
輪
塔
調
査
（
文

部
省
）

申編を力 たらみとま
し集発に広しれん意す
上委行よ報ままな義° 省

夏 m国閲盪
げ員出りもすすであ今すのす行ス楽も
まー来無" 0 よ良る年る鐘°事なし終昭
す同ま事皆 うい年は月のまのどいり和
° 厚し十様 お年で明で音た多‘ ク に四
くた二の 祈をし治もに‘し、年リ近十
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